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連絡先 農業技術センター　機械施設係（電話 0270-62-1021）

研究成果等の情報
県の試験研究機関で開発した最新の技術情報を紹介します。

研究のねらい
　ホウレンソウの生産、出荷においては、収
穫後の根切りや下葉除去等の調製作業に多く
の時間を要し、熟練作業者の高齢化や人手不
足等が課題となっています。
　そこで、農研機構農業技術革新工学研究セ
ンター、農機メーカー及び他県と共同で新型
軟弱野菜調製機（以下、新型調製機）を開発
しました。

技術の特徴
１　新型調製機の作業の流れとしては、まず

供給部にホウレンソウを１株ずつ置き、コ
ンベアで調製部に運ばれ、根切りと子葉・
下葉の除去を自動で行います。最後に、搬
出部に運ばれ、仕上げ作業者が調製部で取
り残した下葉除去等を行います。

２　新型調製機は従来機と比較して、根切り
後の根長のばらつきが小さく、子葉・下葉
除去率が向上しました。

３　新型調製機の作業能率は、慣行手作業の
熟練者と比べると0.9～1 . 5倍 ですが、新
規雇用者と比べると1.4～1 . 8倍 となりま
した（表）。

４　新型調製機を利用した場合、今までより
も作業が単純となるため、調製作業に不慣
れな新規雇用者であっても熟練者と同等の
能率で作業ができます。

５　雨除け栽培の立性品種に適しており、概
ね20～45cmまでの株を調製できます。

今後の取り組み
　本機は、平成 30 年 11 月より株式会社クボ
タから販売されています。今後、実演研修会
を開催して生産者への普及を図ります。
　　　　　　　　　　（執筆者：前田　宏美）
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